
資料 2

市民生活の現状および満足度についての

アンケー ト調査報告書

平成 23年 6月   熊 谷市総合政策部企画課

調査の趣旨

本市では、平成 20年 4月 から 「)||と川 環 境共生都市 熊 谷」を将来都市像

とし、計画的な行政運営を示 した 「総合振興計画」がスター トしています。

この総合振興計画の特徴は、計画づくりの初期の段階から市民参加により計

画策定を進めたことと、まちづ くりの進み具合を測るための 「ものさし」とし

て成果指標を設定 したことです。

成果指標には、統計などの客観的なデータから把握する数値 と、市民アンケ
ー トにより把握する数値があります。

このたび、市民アンケー トにより把握する数値について、それぞれの施策の

重要度、満足度をおたずね し、熊谷市のまちづくりに活かすための資料 とさせ

ていただきました。

なお、本アンケー ト調査は、「平成 22年度 虎岳谷市民意識調査」と併せて実施

いたしました。

調査の概要

平成 22年 11月 、20歳 以上の市民か ら無作為に抽出 した 3,000人及び 30人

の市政モニターにアンケー ト調査表を郵送 し、返信用封筒による郵送で回収 し

ま した。アンケー トの回収数は 2)011通、回収率は 66,4%で した。

※注1 害l合を四捨五入して表示しているため合計が 100%にならない項目があります。

※注2 表 の数値及びグラフの単位の記載の無い数値は人数です。

回答者属性について

(1)1生月叫
性別

女性,527%

男性 852

女性 1,060

無回答 99

合計 2 , 0 1 1

無回答,49%

- 7 -

男性,424%



年齢

20歳 代 192

30歳 代 279

40歳 代 296

50歳 代

60歳 代 406

70歳 代 262

80歳 以上 109

無回答 94

合計 2,011

(2)

年齢

80歳 以上, 無回答,47%
54%

70歳 代子

130%

ヽ    ＼

-20点訂t,9503

30歳 代,

139%

＼
t40歳 代,

147%
50歳 代,

185%

(3) 職 業

農業 63 パ ー ト アルバイ ト 308

自営業 学生 56

自由業 20 無職 405

会社員 ・公務員 (市内に勤務) 236 その他 46

会社員 ・公務員 (市外に勤務) 368 無回答 つ
乙

オ
仕

家事専業 350 合計 2,011

その他,23%

無職,201%ト

学生,28%ヽ＼

家事専業,174%/

無回答,21% 農 業,31%

‐卜    /  /

自由業,10%

会社員。公務員(市内

に勤務),117%

自営業,58%

、、会社員口公務員(市外

に勤務),183%

パートロアルバイトロ派

遣等,153%
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(4)居 住地区

丼この地囲は 、市内各小学校の技区で区分してあります1

中央地区 I 258 西部地 区 ロ 238 妻沼地区 275

中央地区工 257 北部地区 195 江南地区 107

東部地区 246 吉同地区 63 わからない 3

西部地区 I 211 大里地区 105 無回答 53

合計 2,011

中典地鐘

地■ 区 小学1検1区

中央地区 I 熊谷東 ・熊谷西小学校区

中央地区Ⅱ 熊谷南 ・石原 ・桜木小学校区

東部地区 成田 ・佐谷田 ・久下 '星宮小学校区

西部地区 I 玉井 ・別府 ・新堀小学校区

西部地区コ 大麻生 ・三尻 ・籠原小学校区

北部地区 大幡 コ中条 1奈良小学校区

吉岡地区 吉岡小学校区

大里地区 市田 ・吉見小学校区

妻沼地区 妻沼 ・男沼 =太 田 ・長井 =秦 1小島 =妻沼南小学校区

江南地区 江南北 =江南南小学校区

t J ―



(5)居 住年数

5年 未満 154

5～ 9年 79

10～ 19年 238

2 0～ 2 9年 380

30年 以上 1,126

無回答 34

合計 2,011

居住年数

5年未満,77 %
5～ 9年 ,39%

3 0年 以上,

560%

10～ 19年 ,

118%

20～ 29年 ,

189%

無回答,17%

とイー



アンケー ト集計結果

I 住 みごこちや市政等についておたずねします

概要

・「住みやすい」と 「どちらかといえば住みやすい」を合わせると、74.8%の人が住みやす

いと感 じており、「続けて住みたい」と 「できれば続けて住みたい」を合わせると、77.3%

の方が続けて住みたいと考えています。

・続けて住みたいと思 う理由は、「永年住みなれているから (884人)」や 「友人 ・知人 ・親

戚が多いから (409人)」という定住系であり、「教育環境がよいから」を挙げた人は 12

人で最も少なくなっています。

,転居したい理由の上位に、「交通の便が悪いから」や 「生活環境が悪いから」が挙げられ

ています。

・市政に関心がある人は 60.0%で あり、そのうち、「自分の暮らしに直接関係があるから」

とする理由が 69.6%と なっています。

・市政に関心がない人の44.1%は 、「個人の意見が反映されにくい」とする理由を挙げてい

ます。

'本市の行政運営に対しては、「無駄の削減などの行政改革や健全な財政運営」を望む人が

最も多くなっています。

・今後の行政サービスのあり方については、「行政サービスの水準は上げて欲 しいが、負担

が増えるなら現在と同じ程度でよい」とする意見が最も多く、次いで、「行政サービスの

水準が多少低下しても、税などの市民負担は軽いほうがよい」とする意見が多くなって

います。

問 1 熊 谷市の住みごこちはどうですか。 1つ 選んでください。

1住 みやすい 573 4 但茅第ヤこくVヽ 力
社

2 ど ちらかといえば住みやすい 931 5わ からない 132

3あ ま り住みやす くない 262 無回答 69

住みごこち

無回答,34%
5わ からない,66%

住みにくい,2 2 %十
~

3あ まり住みやすく
ない,13000

1  住みやすい
28500

2ど ちらかといえば

住みやすい,4 6 3 %

″Ｄ



問2 あ なたは、熊谷市にこれからも住み続けたいと思いますか。 1つ 選んでくだ

さV 。ヽ

1続 けて住みたい 944 4す ぐにでもよそに移 りたし 15

2で きれば続けて住みたい 612 5わ からない 131

3で きればよそに移 りたい 233 無回答 76

住み続けたいと思う人

5

4す ぐにでもよそに

移りたい,07%

3で きればよそに

移りたい,116%

わからない,65%
｀

｀
卜

、
、

、
、          /

無回答,38%

/

続けて住みたい,
469%

2で きれば続けて

住みたい,304%

〔問 2で

問 2-1

「1」 または 「2」

続けて住みたいと

を選んだ方におたずねします。〕

思う理由は何ですか。 2つ まで選んでください。

8永 年住みなれているから

7友 人口知人口親戚が多いから

1 生活環境がよいから

2自 然環境がよいから

3交 通の便がよいから

4通 勤・通学に便利だから

6人 間関係がよいから

9 物 価が安いから

5教 育環境がよいから

1生 活環境がよいから つ
乙 6人 間関係がよいから

2 自 然環境がよヤヽか ら 285 7友 人 ・知人 ・親戚が多いから 409

3交 通の便がよいか ら 251 8永 年住みなれているから 884

4通 勤 ・通学に便利だから 140 9物 価が安いから 24

5教 育環境がよいから つ
乙 10そ の他 ０

乙
食
Ｕ

無回答 9

―
び

―



〔問 2で

問 2-2

「3」 または 「4」

よそに移 りたいと

を選んだ方におたずねします。〕

思う理由は何ですか。 2つ まで選んでください。

1生 活環境が悪いから 60 6人 間関係がよくないから 25

2 自 然環境が悪V かヽ ら 39 7友 人 ・知人 ・親戚が少ないから 31

3交 通の便が悪いか ら 113 8イ メージがよくないから 18

4通 勤 。通学に不便だから 44 9 物 価が高V かヽら 15

5教 育環境が悪いから 20 10そ の他 42

営 拭撮の篠が悪いかお

1重 活:☆堀が擦い点`ら

4温 鞠 温ヽ学に挙 費ヽ鷲がお

安 逸球環境た1語t かヽら

ア 拭ユム喰母A・韓鱗が少奪もヽか卒

寺 A棚 闘欝為`ぶくおいわヽわ

ふ 挟露環現が奪t かヽら

憩 イメージがよくな(ドヽか与

き 犠縮ぶ対小か串

1舎モめ:こ

問3 あ なたは、市政について関心がありますか。 1つ 選んでください。

1大 変関心がある 167

2関 心がある 1,040

3あ ま り関心がない 693

4ま つたく関心がない 59

無回答 52

市政への関心

無回答,2.6%―

4ま ったく関心が        ,

ない,2,9%

1 大変関心があ

る,8,3%

3あ まり関心が

ない,345%

2関 心がある,
51,7%

-7-



〔問3で 「1」または 「2」を選んだ方におたずねします。〕

問3-1 市 政に関心を持つのはどんな理由からですか。 1つ 選んでください。

1 自 分の暮 らしに直接関係があるから 840

2市 政を身近に感 じているか ら
一ｂ

3政 治 ・行政に興味があるか ら
字
ｒ

4市 をもつとよくしたいか ら 135

5市 民としての義務であるから

6そ の他

無回答 6

市 政 に関心 が ある理 由

4市 をもつとよくし

たいから, 1 1 2 %  ｀ ト

5市 民としての義

務であるか ら, 6 2 % 6そ の他 , 0 4 %

― 無 回答, 0 5 %

3政 治 ・行政 に興 _ィ
味があるか ら, 5 9 %

2市 政を身近 に感

じているか ら,62%

1  自 分の暮らしに

直接関係があるか

ら,6 9 6 %

〔間 3で 「3」 または 「4」 を選んだ方におたずね します。〕

問3-2 市 政に関心がないのはどんな理由からですか。 1つ 選んでください。

1 自 分の暮 らしにあま り関係がないから

2個 人の意見は行政に反映されにくいと思 うから つ
乙

０
０

０
０

3政 治 ・行政に興味がないから ９
乙

ｎ
フ

4忙 しくて市政を考える時間がないから つ
る

方
七

5市 政は市役所の仕事だと思 うから 28

6そ の他 ９
る

無回答

市政に関心がない理由

5市 政 は市役所の

仕事だと思うから,一

37%

4忙 しくて市政を考

える時間がないか

ら,189%

6そ の他,4 3 %

＼ 無 回答,17%
｀ヽ、、 ＼  ′

1 自分の暮らしに
一
あまり関係がないか

ら,150%

3政 治 口行政に興

味がないから,1 2 2 %

2個 人の意見は行
ヒ

政に反映されにくい

と思うから,441%

,8



間4 熊 谷市の行政運営に対 して特にどのようなことを望みますか。(3つまで選択可)

1地 域と行政の連携強化、住民参画や協働の推進

2民 間活力の導入 (民間による施設管理など) 286

3無 駄の削減などの行政改革や健全な財政運営 1,283

4市 役所職員の資質向上 470

5窓 口業務の迅速化 ・手続きの簡素化 592

6閉 庁 日や時間外などの行政サー ビスの対応 543

7親 しみのもてる市役所の環境づくり 438

8情 報公開の推進 237

9そ の他 50

10特 にない 87

無回答 食
Ｕ

$鑑 轍い削減なを中1千沖げ韓や健黛持掛轍S鮮聞

$紺 固慈詣巾憩痕イけ奉漱態い舶隷イほ

6開 ガ古
ミ
圏や時簡外終ばい埼政ナヽギRい 1す博

1 地棚な常政●黙縄織ギ七 柱員警趨や鵠撒い鵡】霞

4市 役那軸縄t神麓盟向上

亨 輯じ捧いもする市役出ギ●韓犠つ リヽ

貴 脳問溝浄め韓入(嵐関にょ争輔欲曹礎寄t,

8憶 報ぶ闘●縫進

む 培命仙

キ伸 端キ怠特与i

館団答

ター



問 5 今後の行政サービスのあり方について、あなたの意見に近いものは次のどれですか。

1行 政サービスの水準が多少低下しても、税などの市民負担は軽いほうがよい 446

2行 政サービスの水準は上げて欲 しいが、負担が増えるなら現在と同じ程度でよい 811

3多 少負担が増えても行政サービスの水準を上げて欲 しい 168

4市 民全体の負担を増やすよりも、サービス利用者の負担を増やしたほうがよい 311

5そ の他 76

6わ からない 122

無回答 77

倉1号職サーぜ工串主器〔ま上!デギ有托ャいが、出総が増え掛特幕輯
柱む寵,種憲てまもヽ

や 博改背一ピユ舎水準るモ多少櫨T静【も、魂をどや韓熊幾選ま

韓蚤ttけキ女|ま`もヽ

4お 員宝持舟員整を轄やすよりも、サーどス報脳態なil熊種を
ま警やと,れ館各為`ま毬|

魯革ナ員避がま観t=様 モ致甘――ど買の中t弾を上げて欲と、ヽ

奉モ韓亀

もわかうない

無霞春

Fθ―



工 市 民生活についておたずねします (経年比較結果)

過去の調査と各項 目の肯定 (「はい」)を 比較すると、「雪くまを知っている」、「子育てが

しやすいと思 う」、「自分自身が健康である」、「マイバックを利用 している」、「熊谷駅周辺

がにぎやかだと思 う」、「市報くまがやの読みやすさに満足」の 6項 目で、今回の調査結果

が最も高い害1合を示 しています。
一方、「ミニくまを知っている」、「地域コミュニティ活動に参加 している」、「人権尊重の

意識が向上している」、「地域防災計画を知っている」、「自然環境を大切にする活動に参加

している」、「熊谷市は星がよく見え、空がきれいだ」、「市の施設が利用しやすいと思 う」

の7項 目で、過去の調査と比較 して 5%以 上の減少 となっています。

※本調査結果は、「無回答」を除いた害J合を表示 しています。

―アプー

※肯定 (「はい」)の みの比較       単 位 :(%) 平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

「ミニくま」を知っている 45.8 44.7 39.7

「雪 くま」を知っている 82.5 81.4 84.1

校区連絡会や自治会などが行う地域コミュニティ活動に参加 している 40.5 34.7 16.9

人権尊重の意識が向上している 49.2 52.5 37.0

男女共同参画が進んでいる 46.8 48.6 44.1

地域防災計画を知つている 34.7 34.4 28.4

避難すべき避難場所を知っている 72.2 73.9 68.4

子育てが しやすいと思う 49.3 50.6 55.9

自分自身が健康である 74.0 74.5 75.0

自然環境を大切にする活動に参加 している 19,4 17.2 5.9

熊谷市は星がよく見え、空がきれいだ 72.1 70.3 64.2

マイバッグを利用している 48.4 47.0 49.1

省エネ活動や、ごみの分別 ・減量を実践 している 88.7 89.6 88.6

熊谷駅周辺がにぎやかだと思う 36.4 35.2 38.0

熊谷の景観を美しいと思う 47.7 49.0 48,1

ユニバーサルデザインによるまちづくりが進んでいる 19.9 19.5 18.7

生活道路に満足 している 42.0 41.3 40.7

公共交通に満足 している 48.1 45.3 42.5

水道水のおいしさに満足 している 56.3 62.2 59.6

ノーマライゼーションについて理解 している 64.7 64.9 60.5

定期的にスポーツに親 しんでいる 35.4 35.9 35.4

「市報 くまがや」の読みやすさに満足 している 67.6 69.4 79.4

市の施設が利用 しやすいと思 う 50.0 49.9 42.4

自治基本条例を制定 していることを知っている 17.3 15.8 16.4

パブリックコメントなどが行われていることを知っている 13.8 13.6 10.1



皿 施 策の重要度、満足度についておたずね します

概要

本市の総合振興計画に掲げる、 45の 施策 と3つ のリーディング ・プロジェク ト

の重要度及び満足度について、それぞれの回答結果を点数化 し集計を行いました。

重要度 重 要 やや重要 普通である あまり重要でない 重要でない

採点 5 4 3 2 1

満足度 満 足 ほぼ満足 普通である やや不満 不満

・重要度の最上位は 「犯罪の起こらない環境整備」、最下位は 「市営住宅整備」でした。

・満足度の最上位は 「あっぱれ熊谷流」、最下位は 「商業の活性化」でした。

【重要度順】

上
位
５
項
目

1 犯 罪の起 こらない環境整備

下
位
５
項
目

44人 にやさしいユニバーサルデザインのまち

2医 療体制の充実 45男 女共同参画社会の確立

3災 害に強いまち 46歴 史再発見のまちを推進

4交 通事故の減少 コ防止 47国 際交流 ・国際理解

5健 全な財政運営 48市 営住宅整備

【満足度順】

上
位
５
項
目

1 あ っぱれ熊谷流

下
位
５
項
目

44医 療体制の充実

2消 防力の強化 45生 活道路の整備

3平 和なまちをつくる 46農 業の担い手育成

4 ス ポーッ ・文化に熱中できる場をつくる 47企 業活力を高める

5全 国に発信できる特色をつ くる 48商 業の活性化

-72-



施策の重要度、満足度について

(1)施 策重要度

市が取 り組む施策とリーディング ,プ ロジェク トについて、分野別に各施策の重要度をみたのが次

のグラフである。

《重要》の害」合の高いものをみると、「犯罪の起こらない環境を整備する」、「医療体制を充実する」、

「災害に強いまちをつくる」、「交通事故の減少 ・防止を図るJが 7害1台で多くなってお り、「高齢者が

元気に暮らせる環境をつくる」、「楽 しく子育てできる環境をつくる」、「障害者が暮らしやすい環境を

つくる」、「平和なまちをつくる」、「健全な財政運営を行 うJ、「子育て応援プロジェク ト」、「商業を活

性化する」でも6害J台となっている。
一方、《重要ではない》の害J合の高いものは 「歴史再発見のまちを推進する」、「あつぱれ !熊谷流プ

ロジェク ト」カミ1害」強である以外は、すべて 1害」未満 となっている。

遊力iある冴「主J辞 1料|る!ぎ|ち

《重要》            《 重要ではない》

11=(21011)

全国に発信できる特色をつくる

歴史再発見のまちを推進する

重

要

一　

　

一

――　――ＩＬ　一巾単

問26 市が取り組む以下の施策とリーディング・プロジェクトの、今後の重要度について、以

下の中からそれぞれ該当する番号を1つずつ選び、○で囲んでください。

※将来都市像 「川 と川 環 境共生都市 熊 谷」を実現するため、特に重要性 と先導性の高い横断的な政策 とし

て、 リーディング ・プロジェク トを位置づけています。

- 13 -



1寸罵写行政が協翻斉吾単■

n = ( 2 , 0 1 1 )

市民活動を育成・支援する

人権尊重のまちをつくる

国際交流・国際理解を推進する

男女共同参画社会を確立する

平和なまちをつくる

ン 蜘 |な菊1錯器螢格

n=(2,011)

犯罪の起こらない環境を整備する

災害に強いまちをつくる

交通事故の減少・防止を図る

消費者被害を防止する

消防力を強化する

であ  1   重
なま  1   要
い り     で

婁 1 後

《重要》 《重要ではない》

無

回
答

《重要》 《重要ではない》

無
回
答

普

通

や
や
重

要

重
要

|

重

要

で
な

い

1 002

- 14-一



1消|れ|き|が1費|ぶ|&謂推i罵蔦報 1焦‐首

《重要》 《重要ではない》

〆
‐

√

~ ~

重

要

であ
なま
い り

重
要

n=(2,011)

高齢者が元気に暮らせる環境をつくる

障害者が暮らしやすい環境をつくる

楽しく子育てできる環境をつくる

地域で支え合う心をはぐくむ

市民の健康づくりを支援する

医療体制を充実する

難本翁1華雅|ぎが料ポ冊落斜

n=(2,011)

豊かな自然を保全する

生活環境を保全する

ごみの発生を抑制し、再利用を促進する

地球温暖化対策を推進する

1405

1205

.402

《重要》 《重要ではない》

無
回
答

や
や
重
要

重
要

-15-



《重要》

n = ( 2 , 0 1 1 )

農業環境を整備する

農業の担い手を育成する

地産地消を進める

商業を活性化する

企業活力を高める

i需舟‖博1東襲1朋1科梢艦弊対ド郡偽

n = ( 2 , 0 1 1 )

地域の特色を生かしたバランスの良い
まちをつくる

熊谷らしい景観をつくる

人にやさしいユニバーサルデザインの
まちをつくる

便利に使える生活道路を整備する

機能的な幹線道路を整備する

公共交通を充実する

人でにぎわう緑あふれる公園をつくる

上下水道を整備する

安心して暮らせる市営住宅を整備する

《重要ではない》

《重要ではない》

であ
なま
い り

1  重

1    要――_____■
...

重
要
で
な
い

||ち9.2
ね珀子6~~

亜重王豆璽軍軍亜 零菜諄憂=

無

回
答

あ
ま
り
重
要

で
な

い

躙

11602

《重要》

1  重     や
や

重
要

無

回
答

重
要

で
な

い

普

通要

1 3 . 3

十

1345

ンン還 盛ン盟 軍亜翻 醒 盟 :亜麗 璽 亘

1 9 . 5棚

-16-



側 悟隅 料推1教剣 i需“づ寄居

《重要》 《重要ではない》

√
~~ ~ ~         ト

ヽ
十
１
１
１
１
１
１

一
や
や
重
要

無

回
答

重
要

で
な

い

あ

ま
り
重
要

で
な

い

普

通

n=(2,011)

学校・家庭・地域が連携して子どもを育てる

確かな学力(知・徳・体)を身につけさせる

安全で快適な学校づくりを進める

たくましく心豊かな子どもを育てる

魅力ある生涯学習事業、施設を
拡充・整備する

スポーツ・文化に熱中できる場をつくる

秘1署朗志捕料襲謂雑範盗艶襲

n = ( 2 , 0 1 1 )

健全な財政運営を行う

開かれた市政を推進する

既存の施設を有効に活用する

《重要》 《重要ではない》

であ  1   重
なま  1   要   |

普

通

や
や
重
要

で
な

い

Ｉ

Ｌ

り
重
要

無

口
答

04

01704

-17-



《重要》 《重要ではない》

n=(2,011)

あつばれ !熊 谷流プロジェクト妹1

子育て応援プロジェクトネ2

であ
なま
い り

重
要

子 1 0 6

0 4

人口増プロジェクトⅢ3

li「 あつさ はればれ 貞者谷流」(あつぱれ !熊谷流)プ ロジェク ト

熱中症予防情報の発信、冷却 ミス ト装置の設置、壁面緑化など、本市ならではの健康対策、暑さ対策や、かき氷
「雪 くま」などの地域資源の活用事業を取 り入れた 「あつ さ はればれ 熊谷流 (あっぱれ !熊谷流)プ ロジェク

ト」を推進する。

2:“子育てするなら熊谷市
"子

育て応援プロジェク ト

市民が安心 して子 どもを生み、育てられる環境を整えるため、こども医療費給付事業の対象を中学校卒業まで拡

大、放課後児童対策 として児童 クラブの整備など、福祉 ・医療 ・教育からなる包括的な 「子育て応援プロジェク

ト」を推進する。

31人 口増プロジェク ト

魅力的で活力ある地域には人が集まる。 これからも県北地域最大の都市 として輝き続けるため、総合振興計画の

施策 とリーディング ・プロジェク ト実施の相乗効果による人口増を目指す。

無
回
答

重
要

で
な

い

普

通
や
や
重

要

- 18 -



(2)施 策満足度

問26 市が取り組む以下の施策とリーディング・プロジェクトの、現在の満足度について、以

下の中からそれぞれ該当する番号を1つずつ選び、Oで 囲んでください。

※将来都市像 「川 と川 環 境共生都市 熊 谷」を実現するため、特に重要性 と先導性の高い横断的な政策 とし

て、 リーディング ・プロジェクトを位置づけています。

伊
鶴 嗅紺

市が取 り組む施策とリーディング ・プロジェク トについて、分野別に各施策の満足度をみたのが次

のグラフである。

多くの項 目で 「普通」が大半を占めているが、その中で 《満足》の割合の高いものをみると、「あつ

ばれ !熊谷流プロジェク ト」、「全国に発信できる特色をつくる」、「平和なまちをつくる」が 2害J台、

F子育て応援プロジェク ト」、「消防力を強化する」、「豊かな自然を保全する」が 1割半ばを超えてい

る。

一方、《不満》の割合の高いものは、「商業を活性化する」 (311%)の 他、「医療体制を充実する」、

「企業活力を高める」、「便利に使える生活道路を整備する」などで 2害J台となっている。

《満足》 《不満》
/―

― ― ―一 ―― 一
ヽ

不

満

n=(21011)

無

回
答

や
や

不
満

普

通
ほ
ぼ
満

足

満

足

全国に発信できる特色をつくる

歴史再発見のまちを推進する

i:151.811

-19-



1話農書1侑 !る1群1褐|

n = ( 2 , 0 1 1 )

市民活動を育成・支援する

人権尊重のまちをつくる

国際交流・国際理解を推進する

男女共同参画社会を確立する

平和なまちをつくる

乳1翼幾料岬隔

n = ( 2 , 0 1 1 )

犯罪の起こらない環境を整備する

災害に強いまちをつくる

交通事故の減少・防止を図る

消費者被害を防止する

消防力を強化する

《満足》 《不満》

や
や
不
満

普

通

《不満》

無
回
答

不

満
や
や

不
満

li!|!i??131i″

《満足》

√
―

―

―- 20 -―



緋 甘が努母卿 帯1再!ぜ矯林‖

n = ( 2 , 0 1 1 )

高齢者が元気に暮らせる環境をつくる

障害者が暮らしやすい環境をつくる

楽しく子育てできる環境をつくる

地域で支え合う心をはぐくむ

市民の健康づくりを支援する

医療体制を充実する

《満足》 《不満》

普

通
や
や
不

1  満
!

L_

無

回
答

不

満

L _

《不満》《満足》

無
回
答

論 め朝 告端 鞭 ,

n=(2,011)

豊かな自然を保全する

生活環境を保全する

ごみの発生を抑制し、再利用を促進する

地球温暖化対策を推進する

- 21 -一



蹴 1路1綱 |1幸読i詳努

n=(2,011)

農業環境を整備する

農業のない手を育成する

地産地消を進める

商業を活性化する

企業活力を高める

輝Ⅲ畔櫛騨!な1人1性蛸難 ‐ド料嶋

n=(2,011)

地域の特色を生かしたバランスの良い
まちをつくる

熊谷らしい景観をつくる

人にやさしいユニバーサルデザインの
まちをつくる

便利に使える生活道路を整備する

機能的な幹線道路を整備する

公共交通を充実する

人でにぎわう緑あふれる公園をつくる

上下水道を整備する

安心して暮らせる市営住宅を整備する

《満足》 《不満》

1  満   |   ほ

《満足》 《不満》

2は1=|

呈雲墨轟墨義主
1 3

無
回
答

普

通
ほ
ぼ
蒲

足

滴

足

イ
~~~~       ヽ

十景1喬 |

一- 22 -―



《満足》 《不満》

十すⅢllIⅢI■,IH十 IⅢ64.4■|■IH■|||■=キ‖ⅢⅢII打|111.5!μ.1レ 11.4

1‐ 亜冊報冊 杯朝 相 鞘 冊 解 「W後 亘
2 6

《満足》

無

回
答

や
や

不
満

普

通
ほ
ぼ
満

足
n=(2,011)

学校口家庭・地域が連携して子どもを育てる

確かな学力(知・徳・体)を身につけさせる

安全で快適な学校づくりを進める

たくましく心豊かな子どもを育てる

魅力ある生涯学習事業、施設を
拡充・整備する

スポーツ・文化に熱中できる場をつくる

n=(2,011)

健全な財政運営を行う

開かれた市政を推進する

既存の施設を有効に活用する

《不満》

革 1 盗
喬 |

無

回
答

普

通
ほ
ぼ

蒲
足

満

足

一- 23 十 一



サ|■デ|■才夕|キ芝■幸革i夕ⅢⅢ

n=(2,011)

あつぱれ !熊谷流プロジェクトや1

子育て応援プロジェクトキ2

《満足》 《不満》

無

口
答

ぁ―    (%)

人 口増プロジェクトキ3

1:「あつさ はればれ 貫監谷流」(あつぱれ !熊谷流)プ ロジェク ト

熱中症予防情報の発信、冷却 ミス ト装置の設置、壁面緑化など、本市ならではの健康対策、暑さ対策や、かき氷
「雪 くま」などの地域資源の活用事業を取 り入れた 「あつ さ はればれ 熊谷流 (あっぱれ !熊谷流)プ ロジェク

ト」を推進する。

2:“子育てするなら熊谷市
"子

育て応援プロジェク ト

市民が安心して子 どもを生み、育てられる環境を整えるため、こども医療費給付事業の対象を中学校卒業まで拡

大、放課後児童対策 として児童 クラブの整備など、福社 ・医療 ・教育からなる包括的な 「子育て応援プロジェク

ト」を推進する。

*3:人 口増プロジェク ト

魅力的で活力ある地域には人が集まる。これからも県北地域最大の都市として輝き続けるため、総合振興計画の

施策 とリーディング ・プロジェク ト実施の相乗効果による人口増を目指す。

―- 24 -一



B 重 要度 :高

満足度 :高

C 重 要度 i低

満足度 :低

D 重 要度

満足度

重要度 と満足度の平均評価点の関係をみるために、重要度を縦軸に、満足度を横軸にとって各項 目

の平均評価点をプロッ トしたのが下の図である。また、この図はそれぞれの平均値 (重要度平均値

3.77、満足度平均値2,92)を境として、4つ の領域に分類できる。

満足度

重要度、現状評価 (満足度)の プロッ ト図

200                       2.50

器善鞘t】1饗艦彗珊躍華珊艦:掛‖研子|=i千T,
|・‐

1 !

重
要
度

A
◆ 8

18◆

10◆      ◆ 9

43◆

  ◆
13

15◆
        ◆ 7

1 4◆
  4 0   イ

2 6◆

2 F 3 1  路 静
 ◆ 1 2

C
3J lが存ど

※各番号の内容は、

3 2・
◆ウ

41●● 28 ◆ 1  ◆
ァ

34 ● 4
29●●

.3 ◆ 42

30・ ◆ 6

5●

2

◆ 36

次ペ ー ジの一
覧表 を参照
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1 全国に発信できる特色をつくる 215ナ地産地消を進める

2 歴史再発見のまちを推進する 26 商業を活性化する

3 市民活動を育成 `支援する Ⅲ財 企業活力を高める

4 人権専重のまちをつ くる 23 地域の特色を生か したバランスの良いまちをつ くる

5 国際交流 ,国際理解を推進する 2‐9 熊谷らしい景観をつくる

6‐― 男女共同参画社会を確立する 1810 人にやさしいユニバーサルデザインのまちをつくる

フ 平和なまちをつくる
！８

便利に使える生活道路を整備する

18 犯罪の起こらない環境を整備する 勢41 機能的な幹線道路を整備する

9 災害に強いまちをつ くる ■1毎 公共交通を充実する

10 交通事故の減少 防ヽ止を図る i041 人でにぎわう緑あ△、れる公園をつくる

肖費者被害を防止する 拍IJI 上下水道を整備する

1打121 消防力を強化する 央
Ｖ

機
Ｗ 安心 して暮らせる市営住宅を整備する

131 高齢者が元気に暮らせる環境をつくる 紬げ 学校 家ヽ庭 ・地域が連携 して子どもを育てる

141 障害者が暮らしやすい環境をつくる 駐
一

３

「ヽ
確かな学力 (知 `徳 ・体)を 身につけさせる

楽 しく子育てできる環境をつ くる 轡 安全で快適な学校づくりを進める

1●| 地域で支え合 う心をはぐくむ ‖総 たくま しく心豊かな子どもを育てる

親筋 市民の健康づ くりを支援する 1榊‖| 魅力ある生涯学習事業、施設を拡充 `整備する

品i3オ 医療体制を充実する 勢21 スポーツ ・文化に熱中できる場をつくる

191 豊かな自然を保全する ,413:|健全な財政運営を行 う
０

！
生活環境を保全する 説籍 開かれた市政を推進する

みヽ ごみの発生を抑制 し、再利用を促進する 掘 既存の施設を有効に活用する

ウ21 地球温暖化対策を推進する 卿 「あつさ はればれ 熊谷流」(あっばれ !熊谷流)フ伯シ
・
ニクト

2 3 農業環境を整備する !|イ
“
子育てするなら熊谷市

"子
育て応援フ柏シ

・
ェクト

24 農業の担い手を育成する イウ 人口増プロジェク ト

まず、重要度が高く満足度が低い領域には、「8

を充実する」、「10交 通事故の減少 ・防止を図る」、

る」、「27企 業活力を高める」などが位置している。

犯罪の起こらない環境を整備する」、「18医 療体制

「43健 全な財政運営を行 う」、「26商 業を活性化す

一方、重要度 ・満足度ともに高い領域には、「7平 和なまちをつくる」、「9災 害に強いまちをつく

る」、「12消 防力を強化する」などが位置しており、災害対策には一定の評価がなされていることがわ

かる。また、リーディング・プロジェクトからは 「イ
“
子育てするなら熊谷市

"子
育て応援プロジェ

クト」が入つており、取り組みへの期待と評価が高くなっている。なお、「ア 『あつさ はればれ 熊

谷流』(あつぱれ !熊谷流)プ ロジェクト」も重要度は低いものの満足度は高くなつており、十分な評

価がなされているといえる。

一- 26 -―



さ  く 回型卜 E '卜 Hふ ユ

ヽ ヽ い肛 V卜 やや ′p軽 ぐに ヽ い担 V壇 黙ト ロをヽ Hふ ユ

ト 『瑠 ●抱  こ ミ笹 ミ 製 ぐ娯』卜 E '卜 Hふ ユ
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